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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

(1)会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 

内容については、後記「四半期財務・業績の概況の作成のための基本となる事項」を参照願います。

(2)最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

(3)連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 

連結（新規） ― 社 （除外） １ 社   持分法（新規） ― 社 （除外） ― 社 

 
２．平成１９年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成１８年４月１日 ～ 平成１８年１２月３１日） 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 経 常 収 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

１９年３月期第３四半期 186,688 （ 6.7 ） 73,679 （ 4.9 ） 44,961 （ 4.2 ）

１８年３月期第３四半期 174,843 （△6.4 ） 70,174 （ 7.1 ） 43,115 （ 8.7 ）

(参考)１８年３月期 246,043 102,769 60,852 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

１９年３月期第３四半期 32  11 32  02

１８年３月期第３四半期 30  59 30  53

(参考)１８年３月期 43  18 43  08

（注）経常収益、経常利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり 
純 資 産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

１９年３月期第３四半期 11,076,003 729,232 6.1 491  25 

１８年３月期第３四半期 10,611,137 660,260 6.2 470  11 

(参考)１８年３月期 10,802,190 680,342 6.2 484  27 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除

した比率であり、「銀行法第14条の２の規定に基づき自己資本比率の基準を定める件」（平成５年３月31日付大

蔵省告示第55号）に基づいて算出する連結自己資本比率ではありません。 

 
３．平成１９年３月期の連結業績予想（平成１８年４月１日 ～ 平成１９年３月３１日） 

平成１９年３月期の通期の業績予想につきましては、平成１８年１１月２０日公表の数値から変更はあ
りません。 

以  上 
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株式会社 横浜銀行 

〔添付資料〕 

１．四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 

科  目 

当四半期(A) 

（平成19年３月期

第３四半期末）

前年同四半期(B)

（平成18年３月期

第３四半期末）

比 較 

(A)-(B) 

（参考） 
平成18年３月期末 

(C) 

比 較 

(A)-(C) 

（資産の部）     

現金預け金 313,860 307,631 6,229 305,844 8,016

コールローン及び買入手形 80,068 37,146 42,922 19,900 60,168

債券貸借取引支払保証金 － 2,965 △2,965 － －

買入金銭債権 294,855 259,292 35,563 304,277 △9,422

特定取引資産 90,726 81,933 8,793 28,386 62,340

有価証券 1,418,052 1,356,667 61,385 1,363,469 54,583

貸出金 8,319,486 8,058,225 261,261 8,125,307 194,179

外国為替 4,857 6,928 △2,071 5,324 △467

その他資産 97,216 91,467 5,749 172,023 △74,807

動産不動産 － 137,687 － 139,400 －

有形固定資産 132,127 － － － －

無形固定資産 13,394 － － － －

繰延税金資産 5,107 11,533 △6,426 5,597 △490

連結調整勘定 － 880 － 822 －

支払承諾見返 363,661 320,960 42,701 394,032 △30,371

貸倒引当金 △57,411 △62,183 4,772 △62,194 4,783

資産の部合計 11,076,003 10,611,137 464,866 10,802,190 273,813

（負債の部）  

預金 9,477,737 9,256,938 220,799 9,408,379 69,358

譲渡性預金 91,393 154,440 △63,047 41,661 49,732

コールマネー及び売渡手形 245,089 15,044 230,045 293 244,796

特定取引負債 3,173 2,104 1,069 5,124 △1,951

借用金 3,648 32,380 △28,732 17,359 △13,711

外国為替 591 150 441 99 492

社債 40,000 65,000 △25,000 65,000 △25,000

その他負債 97,911 76,719 21,192 115,037 △17,126

退職給付引当金 54 85 △31 88 △34

繰延税金負債 780 － 780 7,478 △6,698

再評価に係る繰延税金負債 22,730 22,736 △6 22,736 △6

支払承諾 363,661 320,960 42,701 394,032 △30,371

負債の部合計 10,346,771 9,946,561 400,210 10,077,290 269,481
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株式会社 横浜銀行 

 

 

（単位：百万円） 

科  目 

当四半期(A) 

（平成19年３月期

第３四半期末）

前年同四半期(B)

（平成18年３月期

第３四半期末）

比 較 

(A)-(B) 

（参考） 
平成18年３月期末 

(C) 

比 較 

(A)-(C) 

（少数株主持分）  

少数株主持分 － 4,315 － 44,557 －

（資本の部）  

資本金 － 215,090 － 215,179 －

資本剰余金 － 176,709 － 176,798 －

利益剰余金 － 174,891 － 189,923 －

土地再評価差額金 － 32,516 － 32,516 －

その他有価証券評価差額金 － 64,195 － 66,396 －

為替換算調整勘定 － △0 － △0 －

自己株式 － △3,142 － △471 －

資本の部合計 － 660,260 － 680,342 －

負債、少数株主持分及び
資本の部合計 

－ 10,611,137 － 10,802,190 －

（純資産の部）  

資本金 215,349 － － － －

資本剰余金 176,968 － － － －

利益剰余金 217,306 － － － －

自己株式 △12,624 － － － －

株主資本合計 596,998 － － － －

その他有価証券評価差額金 54,263 － － － －

繰延ヘッジ損益 △28 － － － －

土地再評価差額金 32,507 － － － －

評価・換算差額等合計 86,742 － － － －

少数株主持分 45,490 － － － －

純資産の部合計 729,232 － － － －

負債及び純資産の部合計 11,076,003 － － － －

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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株式会社 横浜銀行 

 

２．四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 

科  目 

当四半期(A) 

（平成19年３月期 

第３四半期） 

前年同四半期(B)

（平成18年３月期 

第３四半期） 

比 較 

(A)-(B) 

（参考） 

平成18年３月期

（要約） 

経常収益 186,688 174,843 11,845 246,043

資金運用収益 133,706 127,853 5,853 173,324

（うち貸出金利息） ( 117,731) ( 113,834) (  3,897) ( 151,048)

（うち有価証券利息配当金） (  9,599) (  9,841) (  △242) ( 16,024)

役務取引等収益 35,730 35,441 289 51,398

特定取引収益 621 279 342 385

その他業務収益 6,819 8,173 △1,354 15,257

その他経常収益 9,810 3,094 6,716 5,678

経常費用 113,009 104,668 8,341 143,274

資金調達費用 11,181 5,034 6,147 6,865

（うち預金利息） (  7,580) (  2,938) (  4,642) (  4,220)

役務取引等費用 5,949 5,061 888 7,672

特定取引費用 42 － 42 －

その他業務費用 1,265 5,435 △4,170 9,709

営業経費 70,409 67,445 2,964 90,791

その他経常費用 24,159 21,690 2,469 28,235

経常利益 73,679 70,174 3,505 102,769

特別利益 3,303 3,196 107 4,937

特別損失 474 322 152 557

税金等調整前四半期(当期)純利益 76,508 73,048 3,460 107,148

法人税、住民税及び事業税 28,204 17,999 10,205 22,246

法人税等調整額 2,050 11,229 △9,179 23,140

少数株主利益 1,292 703 589 909

四半期（当期）純利益 44,961 43,115 1,846 60,852

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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株式会社 横浜銀行 

 

３．四半期連結株主資本等変動計算書（自 平成 18 年４月１日 至 平成 18 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

株主資本 
 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

前連結会計年度末残高 215,179 176,798 189,923 △471 581,429 

当四半期中の変動額   

新株の発行 170 169 339 

剰余金の配当  △17,538 △17,538 

役員賞与  △48 △48 

四半期純利益  44,961 44,961 

自己株式の取得  △12,164 △12,164 

自己株式の処分  △0 10 10 

土地再評価差額金の取崩  8 8 

株主資本以外の項目の当
四半期中の変動額(純額) 

  

当四半期中の変動額合計 170 169 27,382 △12,153 15,569 

当四半期末残高 215,349 176,968 217,306 △12,624 596,998 

 
（単位：百万円） 

評価・換算差額等 

 その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ
損   益

土地再評 
価差額金 

為替換算 
調整勘定 

評価・換算 
差額等合計 

少数株主持分 純資産合計

前連結会計年度末残高 66,396 － 32,516 △0 98,912 44,557 724,899

当四半期中の変動額   

新株の発行   339

剰余金の配当   △17,538

役員賞与   △48

四半期純利益   44,961

自己株式の取得   △12,164

自己株式の処分   10

土地再評価差額金の取崩   8

株主資本以外の項目の当
四半期中の変動額(純額) 

△12,133 △28 △8 0 △12,170 933 △11,236

当四半期中の変動額合計 △12,133 △28 △8 0 △12,170 933 4,332

当四半期末残高 54,263 △28 32,507 － 86,742 45,490 729,232

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

【四半期財務・業績の概況の作成のための基本となる事項】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり一部簡便な手続きを採用し、

四半期財務・業績の概況を作成しております。なお、四半期財務・業績の概況に関する計数は、監査法人に

よる監査を受けておりません。 

［簡便な手続きの内容］ 

貸倒引当金の計上基準 

平成１８年１２月末時点の資産査定の結果による債務者区分に基づく対象債権残高に対し、前中間連

結会計期間の予想損失率を使用し計算しております。 
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株式会社 横浜銀行 

 

平成１９年３月期 第３四半期決算 説明資料 

 

当行の平成 19 年３月期第３四半期（平成 18 年４月１日から平成 18 年 12 月 31 日）における四半期情

報について、お知らせします。 

（注） 以下に記載する数値は、監査法人による監査を受けておりません。 

 

１．平成１９年３月期第３四半期損益概況（単体） 
  

 （単位：億円）

 

 

当四半期 

(平成19年３月期

第３四半期)

（９か月間） 前年同期比

前年同四半期 

(平成18年３月期 

第３四半期) 

（９か月間） 

平成 19 年３月期

予想 

（１２か月間）

業務粗利益 １,５１６ ８ １,５０８ ２,１４５

国内業務部門利益 １,４９４ １６ １,４７８ ２,１１１

資金利益 １,２１３ ２ １,２１１ １,６７４

役務取引等利益 ２４５ △８ ２５３ ３７１

特定取引利益 ６ ４ ２ 

その他業務利益 ２９ １８ １１ 

国際業務部門利益（外貨建部門） ２２ △８ ３０ ３４

経費（△） ６６９ ２８ ６４１ ８９５

うち人件費（△） ２４１ １７ ２２４ 

うち物件費（△） ３８０ ９ ３７１ 

業務純益(一般貸倒引当金繰入前） ８４７ △１９ ８６６ １,２５０

一般貸倒引当金繰入（△） △０ ２０ △２０ 

業務純益(一般貸倒引当金繰入後） ８４８ △３９ ８８７ 

臨時損益 △１３１ ６４ △１９５ 

うち不良債権処理額（△） １７９ △４ １８３ 

（参考）与信費用（注） １７８ １５ １６３ １８０

うち株式関係損益 ６７ ７１ △４ 

うち株式等償却（△） ４ △２ ６ 

経常利益 ７１６ ２５ ６９１ １,０８０

特別損益 １７ △２ １９ 

法人税等(法人税等調整額を含む)(△) ２８８ ２ ２８６ 

四半期（当期）純利益 ４４５ ２１ ４２４ ６５０

（注）与信費用＝不良債権処理額＋一般貸倒引当金繰入額－貸倒引当金戻入益（特別利益） 
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株式会社 横浜銀行 

２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体） 

（単位：億円､%） 

 平成 18 年 12 月末 平成 18 年９月末 

 破産更生債権及びこれらに準ずる債権 225 225 

 危険債権 1,421 1,407 

 要管理債権 493 491 

要管理債権以下 計            Ａ 2,141 2,123 

 要管理債権以外の要注意先債権 7,778 7,634 

 正常先債権 74,630 72,903 

正常債権 計 82,408 80,537 

合 計                  Ｂ 84,550 82,661 
   

要管理債権以下の割合         Ａ／Ｂ 2.5 2.5 

（注） 上記の四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定す

る各債権のカテゴリーにより分類しております。 

 

３．自己資本比率（国内基準） 

 

 平成 19 年３月末 
（予想値） 

 平成 18 年９月末

（実績） 

連結自己資本比率 １０％台前半  10.45％ 

連結 TierⅠ比率 ９％程度   9.09％ 

（注）１．上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

２．上記予想値は、銀行法第14条の２の規定に基づき自己資本比率の基準を定める件（平成５年大蔵省告示

第55号）に定められた算式（現行基準）に基づき算出しております。 

 

４．時価のある有価証券の評価差額（単体） 

（単位：億円） 

平成 18 年 12 月末 平成 18 年９月末  

時 価 評価差額 時 価 評価差額 

その他有価証券 13,200 907 12,268 836

株 式 2,501 983 2,408 909

債 券 7,385 △65 6,666 △52

 

その他 3,313 △10 3,193 △19

（注）１．有価証券のほか、買入金銭債権中の信託受益権を含めております。 

２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 

（単位：億円） 

平成 18 年 12 月末 平成 18 年９月末  

帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益 

満期保有目
的の債券 

714 △6 564 △8

３．子会社・関連会社株式に係る含み損益につきましては、該当ありません。 
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株式会社 横浜銀行 

５．デリバティブ取引（単体） 

（１）金利関連取引 
（単位：億円） 

平成 18 年 12 月末 平成 18 年９月末 
区分 種類 

契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益

取引所 金利先物 56 △0 △0 49 0 0

金利ｽﾜｯﾌﾟ 49,052 34 37 46,375 33 36
店頭 

その他 1,091 △5 14 1,156 △5 15

合 計  52  51

（注）１．ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 

   ２．金利スワップの「時価」と「評価損益」との差額は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関す

る会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第 24 号）に規定する経過措

置を適用し、平成 15 年３月末まで実施していた「マクロヘッジ」に基づく繰延ヘッジ損益であります。 
 

（２）通貨関連取引 
（単位：億円） 

平成 18 年 12 月末 平成 18 年９月末 
区分 種類 

契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益

通貨ｽﾜｯﾌﾟ 2,869 10 10 3,165 7 7

為替予約 2,460 0 0 1,203 0 0店頭 

通貨ｵﾌﾟｼｮﾝ 310 0 1 482 0 1

合 計  12  9

（注）ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
 

（３）株式関連取引 

該当事項はありません。 
 

（４）債券関連取引 

（単位：億円） 

平成 18 年 12 月末 平成 18 年９月末 
区分 種類 

契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益

取引所 債券先物 36 0 0 24 △0 △0

店頭 債券店頭 
ｵﾌﾟｼｮﾝ 

300 2 0 - - -

合 計  0  △0
 

（５）商品関連取引 

該当事項はありません。 
 

（６）クレジットデリバティブ取引 

該当事項はありません。 
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株式会社 横浜銀行 

 

６．国内預金の状況（単体） 

（単位：億円） 
 

 平成18年12月末
17/12末比 18/9末比

平成17年12月末 平成18年９月末

国内個人預金 74,019 1,689 2,233 72,330 71,786 

うち流動性預金 46,185 1,766 2,006 44,419 44,179  

うち定期性預金 27,433 △30 253 27,463 27,180 

国内法人預金 18,065 410 208 17,655 17,857 

国内その他預金 2,781 140 △555 2,641 3,336 

国内預金合計 94,866 2,239 1,887 92,627 92,979 

（注）１．上記計数は、国内店分（除く特別国際金融取引勘定）であります。 

２．国内その他預金には、公金預金や金融機関預金が含まれます。 

３．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金 

定期性預金＝定期預金＋定期積金 

 

 

７．個人向け投資型商品の状況（単体） 

（単位：億円） 
 

 平成18年12月末
17/12末比 18/9末比

平成17年12月末  平成18年９月末

個人向け投資型商品
残高合計 

13,000 1,893 585 11,107  12,415 

 投資信託残高 4,375 627 355 3,748  4,020 

 年金保険残高 2,857 960 236 1,897  2,621 

 外貨預金残高 373 △47 △23 420  396 

 公共債残高 5,393 352 17 5,041  5,376 

個人預金（円貨預金） 73,646 1,736 2,257 71,910  71,389 

個人向け預り資産合計 86,647 3,629 2,842 83,018  83,805 

 

 

８．国内貸出金の状況（単体） 

（単位：億円） 
 

 平成18年12月末
17/12末比 18/9末比

平成17年12月末  平成18年９月末

国内貸出金 83,191 2,610 1,860 80,581  81,331 

 うち中小企業等貸出 66,606 2,318 1,459 64,288  65,147 

  中小企業貸出 32,265 1,506 927 30,759  31,338 

  個人貸出 34,340 811 532 33,529  33,808 

   
うち住宅系 
ローン 

31,093 677 559 30,416  30,534 

（注）上記計数は、国内店分（除く特別国際金融取引勘定）であります。 

 

以 上 
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